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名
和
町
か
ら

　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
電
気
式
生

花
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

作
品
募
集
中

  

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
あ
ち
ら
こ

家
庭
教
育
相
談
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
子
育
て
の
不
安
や
、
悩
み
が
あ
っ

   

て
も
身
近
に
相
談
す
る
人
が
な
い

■
誰
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

　

そ
ん
な
時
に
、
家
庭
教
育
相
談
員

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

町
で
は
、
加
賀
福
代
さ
ん
（
御
来

屋
11
区
）
を
家
庭
教
育
相
談
員
に
委

嘱
し
、「
家
庭
教
育
相
談
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
産
を

迎
え
ら
れ
る
方
、
子
育
て
中
の
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
、
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
と
き 

第
1
・
第
３
火
曜
日

 

午
前
11
時
〜
正
午

　

＊ 

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

　
　

が
あ
り
ま
す
。

◆
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
会
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

教
育
委
員
会
事

　

務
局(

☎
54
‐
５
２
１
１
）

一人で悩まずに、
相談してください

電
機
式
生
ご
み
処
理
機

　
　

購
入
補
助
金
制
度

不
燃
粗
大
ゴ
ミ
の
処
理
日

　
　

を
お
し
ら
せ
し
ま
す

　

家
庭
用
の
燃
え
な
い
粗
大
ご
み
の

処
理
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
と
き　

６
月
13
日
（
日
）

人の動き（4月末現在）

世帯数　2,334 戸 (　1)

人　口　7,489 人 ( － 4)

  男　　 3,587 人 ( ー 4)

  女　　 3,902 人 (　0)

  転 入 33 人　転 出 30 人

  出 生　3人　死 亡 10 人

　

鳥
取
県
立
博
物
館
で
は
、
各

市
町
村
の
協
力
の
も
と
、
昭
和

43(

１
９
６
８)
年
か
ら
5
年
ご
と

に
「
航
空
写
真
」
と
「
地
上
定
点
写

真
」
を
撮
影
・
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

「
定
点
写
真
」
と
は
、
毎
回
同
じ

場
所
か
ら
同
じ
方
向
を
撮
影
し
た
も

の
で
、
そ
の
場
所
が
時
代
と
共
に
移

り
変
わ
っ
て
ゆ
く
様
子
が
、
手
に
取

る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。

　

50
周
年
記
念
誌
の
作
成
過
程
で
、

こ
の
定
点
写
真
を
見
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
海
も
山
も
町
も
田
畑
も
、

36
年
前
よ
り
ず
い
ぶ
ん
と
整
備
が
進

ん
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。し
か
し
、

海
や
空
の
青
さ
や
木
々
の
緑
は
、
当

時
の
ほ
う
が
ず
っ
と
い
き
い
き
と
し

て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

暮
ら
し
の
利
便
性
と
環
境
保
護
。

本
当
の
「
住
み
や
す
さ
」
を
、
も
う

一
度
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

国
・
そ
の
他
の

　
　

機
関
か
ら

平
成
1 7
年
度
歌
会
始
の

詠
進
歌
を
募
集
し
ま
す

　

宮
内
庁
か
ら
、
平
成
17
年
度
歌
会

始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

◆
平
成
17
年
の
歌
会
始
の
お
題　

　

「
歩
み
」(

あ
ゆ
み)

　

お
題
は
「
歩
み
」
で
す
が
、「
歩
」

の
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば
「
歩
道
」

「
進
歩
」
の
よ
う
な
音
読
み
で
も
、

ま
た
、「
歩
む
」「
歩
く
」
ま
た
は
こ

れ
ら
の
活
用
形
で
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌

で
一
人
一
首
、
未
発
表
の
作
品
で
あ

る
こ
と

②
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い
。

③
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
使
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、　

生
年
月
日

お
よ
び
職
業
（
具
体
的
に
）
を
縦
書

き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

④
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

筆
で
自
筆
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
代
筆(

墨
書)

、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
で
の
印
字
、
点
字
で
も
さ
し
つ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

場
合
は
、
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
や
自

筆
で
き
な
い
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
詠
進
の
期
間

　

9
月
30
日(

消
印
有
効)

◆
郵
便
の
あ
て
先

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

宮
内
庁

　

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

　

え
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用

切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
9

月
20
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.k
u
n
a
ich
o.g
o.jp
/1
2
/

d12-03.h
tm
l

〇学生納付特例の適用を受けるためには、住民生活課での申請が必要です。

　また、前年の所得を確認する必要があるため、1年ごと（4月～翌 3月）に、在学証明書か有効期限

　のついた学生証の写しを添付して申請することとなっています。

〇申請日の前月分から対象になります。4月分から対象となるためには、5月31日までに申請が必要です。

〇学生本人の所得が 68万円以下である場合に対象となります。

〇承認された期間中に、万が一の事故や病気で障害が残ったときでも、

　一定の要件を満たしていれば「障害基礎年金」が受けられます。

〇学生納付特例を受けた期間は、老齢基礎年金を受けるための期間に

　含まれますが、そのまま納付しないでおくと、年金額の計算には含まれません。

〇学生納付特例期間の保険料は、10年以内までさかのぼって納めることができます（追納制度※）

　※承認を受けた年度末から 2年を過ぎると、経過した年数に応じて当時の保険料に加算のついた額を

　　納めることになります。

                            【問い合わせ先】  住民生活課（☎ 54 － 5210）

  学生で国民年金保険料を納めることが困難な場合、在学期間中の保険料が猶予

になり、社会人になってから保険料を納める「学生納付特例制度」があります。

学生のみなさん、「学生納付特例制度」をご存知ですか

国★民★年★金

学生のみなさん、「学生納付特例制度」をご存知ですか

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　

安
田
商
店(

南
高
田)

《
処
理
で
き
る
も
の
》

　

家
電
製
品
、
金
属
類
、
自
転
車
、

　

小
型
農
機
具

※
冷
蔵
庫
と
冷
凍
庫
の
処
理
は
購
入

　

し
た
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

《
処
理
で
き
な
い
も
の
》

　

古
タ
イ
ヤ
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
バ
イ

　

ク
な
ど

◆
出
す
と
き
の
注
意

＊
灯
油
等
の
燃
料
タ
ン
ク
は
、
中
身

　

を
抜
い
て
乾
い
て
か
ら
出
し
て
く

　

だ
さ
い

＊
燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
が
一
体

　

に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
燃
え
な

　

い
部
分
の
み
出
し
て
く
だ
さ
い

＊
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
長
い
物
（
雨

　

ト
ヨ
等
）
は
、
60
㌢
以
下
の
長
さ

　

に
切
っ
て
く
だ
さ
い

◆
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
必
要
な
も
の

　

テ
レ
ビ　
　

２
，
８
３
５
円

　

洗
濯
機　
　

２
，
５
２
０
円

　

エ
ア
コ
ン　

３
，
６
７
５
円

※
リ
サ
イ
ク
ル
券
は
、
事
前
に
住
民

　

生
活
課
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課(

☎
54-

５
２
１
０)

ち
ら
で
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
で
、
地
域

で
、
職
場
で
、
道
ゆ
く
人
が
楽
し
め

る
よ
う
な
四
季
折
々
の
花
づ
く
り
を

し
て
お
ら
れ
る
方
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
道
路
沿
い
に
植
え
て
あ
る
き

れ
い
な
花
を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

一
報
を
。

◆
対
象  

町
内
で
花
を
育
て
て
い
る

　

個
人
、
団
体

◆
応
募
方
法(

①
、
②
い
ず
れ
か
の

　

方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い)

①
写
真
を
撮
っ
て
郵
送
ま
た
は
直
接

役
場
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
写
真

は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

②
役
場
企
画
財
政
課
（
☎
54
‐

５
２
０
２
）に
電
話
で
応
募
す
る（
こ

ち
ら
で
写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
す
）

＊
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

　

平
成
16
年
9
月
下
旬
ま
で

ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
る
方
に
、

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
補
助
予
定
台
数
は

30
台
で
、
申
込
み
は
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

◆
対
象
者

　

町
内
居
住
の
世
帯
主
で
、
処
理
機

か
ら
出
る
堆
肥
等
を
自
分
の
責
任
に

お
い
て
処
理
で
き
る
方

◆
補
助
対
象
機
種

○
バ
イ
オ
式
（
生
ご
み
を
微
生
物
の

力
で
発
酵
・
分
解
さ
せ
る
も
の
）

○
乾
燥
方
式
（
生
ご
み
を
乾
燥
さ
せ

て
量
を
減
ら
す
も
の
）

◆
補
助
金
額(

千
円
未
満
切
捨)

　

購
入
費
の
２
分
の
１

　

補
助
上
限
額
２
万
円

◆
申
込
み
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
領
収
証
（
購
入
者
氏
名
記

載
の
あ
る
も
の
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課(

☎
54-

５
２
１
０)

▲名和駅花壇 ( 御来屋地区婦人会 )


